
フレキシブルアルゴリズム

フレキシブルアルゴリズムを使用すると、オペレータは、ニーズと制約（特定のメトリックと

リンクプロパティ）に従って IGP最短パスをカスタマイズおよび計算できます。ネットワーク
上のパスを計算するために、考えられる多くの制約が使用される可能性があります。たとえ

ば、フレキシブルアルゴリズムでは、複数の論理プレーンを持つネットワークに対する特定の

プレーンへのパスを制限できます。アルゴリズムの意味が標準規格によってではなく、ユー

ザーによって定義されるため、フレキシブルアルゴリズムと呼ばれます。

Crossworkを使用すると、フレキシブルアルゴリズムに基づいて IGPトポロジをフィルタ処理
し、特定の一連のトランスポート特性を提供できるネットワークのサブセットを可視化できま

す。フレキシブルアルゴリズムトポロジの可視化は、フレキシブルアルゴリズムの展開、維

持、および設定されたフレキシブルアルゴリズムの目的がネットワークで実現されていること

を検証するために重要なツールです。たとえば、フレキシブルアルゴリズムを使用して、サー

ビスの可用性を向上させ、分離論理トポロジを定義し、ネットワーク障害に対する復元力を高

めることができます。Crossworkを使用すると、両方のフレキシブルアルゴリズムのトポロジ
を同時に可視化し、共通のノードやリンクがないことを確認できます。また、共通のノードや

リンクがある場合は、共通のネットワーク要素を確認して、フレキシブルアルゴリズムの設定

を更新できます。

ここでは、次の内容について説明します。

•フレキシブルアルゴリズムのアフィニティの設定（1ページ）
•フレキシブルアルゴリズムトポロジの可視化（2ページ）
•フレキシブルアルゴリズムの詳細の表示 （4ページ）

フレキシブルアルゴリズムのアフィニティの設定
デバイスで定義されたフレキシブルアルゴリズムのアフィニティは Crossworkによって収集さ
れません。必要に応じて、デバイス設定のフレキシブルアルゴリズムのアフィニティ名との一

貫性を保つために、CiscoCrossworkUIでアフィニティマッピングを定義することができます。
Cisco Crossworkは、プロビジョニング中にビット情報のみを SR-PCEに送信します。アフィニ
ティマッピングがUIで定義されていない場合、アフィニティ名は「UNKNOWN」と表示され
ます。可視化のために Cisco Crossworkでアフィニティマッピングを設定する場合は、デバイ
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スでアフィニティを収集し、デバイスで使用されているものと同じ名前とビットを使用して

Cisco Crosswork UIでアフィニティマッピングを定義する必要があります。

お使いのデバイスの SR設定のマニュアルを参照して、説明とサポートされている設定コマン
ドを確認してください（『Segment Routing Configuration Guide for Cisco ASR 9000 Series Routers』
など）

次の例は、デバイスのフレキシブルアルゴリズムのアフィニティ設定（affinity-map）を示し

ています。

router isis CORE
is-type level-2-only
net 49.0001.0000.0000.0002.00
log adjacency changes
affinity-map b33 bit-position 33
affinity-map red bit-position 1
affinity-map blue bit-position 5
flex-algo 128
priority 228
advertise-definition
affinity exclude-any blue indigo violet black
!

可視化のために、次の手順を使用して、アフィニティ名をビットにマップする必要がありま

す。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [トラフィックエンジニアリング
（Traffic Engineering）] > [アフィニティ（Affinity）] > [Flex-Algoアフィニティ（Flex-Algo Affinities）]タ
ブを選択します。

ステップ 2 新しいフレキシブルアルゴリズムのアフィニティマッピングを追加するには、[+作成（+Create）]をクリッ
クします。

ステップ 3 割り当てる名前とビットを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックしてマッピングを保存します。リンクのすべてのフレキシブルアルゴリズムア
フィニティを表示するには、フレキシブルアルゴリズムの詳細の表示 （4ページ）を参照してください。

フレキシブルアルゴリズムトポロジの可視化
Crossworkを使用すると、ネットワーク内でUIを使用して手動で設定または動的にプロビジョ
ニングされたトポロジマップ上のフレキシブルアルゴリズムのノードやリンクを可視化できま

す。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr9000/software/asr9k-r7-0/segment-routing/configuration/guide/b-segment-routing-cg-asr9000-70x/b-segment-routing-cg-asr9000-70x_chapter_01001.html#id_93832


SR-MPLSポリシーを動的にプロビジョニングするときにフレキシブルアルゴリズムの制約を
適用するには、最適化インテントベースのダイナミック SR-MPLSポリシーの作成を参照して
ください。

（注）

始める前に

ネットワークのフレキシブルアルゴリズムについて理解し、設定する必要があります。お使い

のデバイスの SRフレキシブルアルゴリズムの設定についてのマニュアルを参照して、説明と
サポートされている設定コマンドを確認してください（『Segment Routing Configuration Guide
for Cisco NCS 540 Series Routers』など）。

フレキシブルアルゴリズム IDが異なるドメイン間で同じ場合、フレキシブルアルゴリズムは
可視化できません。

（注）

手順

ステップ 1 メインメニューから、[サービスとトラフィックエンジニアリング（Services & Traffic Engineering）] > [ト
ラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]を選択します。

ステップ 2 トポロジマップから、 をクリックします。

ステップ 3 [Flex Algo]タブをクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、最大 2つのフレキシブルアルゴリズム IDを選択します。

ステップ 5 [Flexible Algorithm Types]を表示し、選択内容が正しいことを確認します。各フレキシブルアルゴリズムの
色の割り当てにも注意してください。

ステップ 6 （オプション）[Show selected Flex Algo topology only]チェックボックスをオンにして、トポロジマップで
フレキシブルアルゴリズムを分離します。このオプションを有効にすると、SRポリシーの選択が無効にな
ります。

a) 両方のフレキシブルアルゴリズムに参加しているリンクとノードを表示するには、[Flex-AlgoA+Bリン
クのみを表示（Show Flex-Algo A+B links only）]をオンにします。

ステップ 7 [適用（Apply）]をクリックします。フレキシブルアルゴリズムの選択に対する追加の変更をトポロジマッ
プに反映するには、[適用（Apply）]をクリックする必要があります。
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b-cnc-traffic-engineering-7-0_chapter2.pdf#nameddest=unique_32
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/segment-routing/73x/b-segment-routing-cg-73x-ncs540/enabling-sr-flex-algo.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/segment-routing/73x/b-segment-routing-cg-73x-ncs540/enabling-sr-flex-algo.html#id_93832
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/segment-routing/73x/b-segment-routing-cg-73x-ncs540/enabling-sr-flex-algo.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/segment-routing/73x/b-segment-routing-cg-73x-ncs540/enabling-sr-flex-algo.html#id_93832


図 1 :マップ上のフレキシブルアルゴリズム

（注）

選択したフレキシブルアルゴリズムが基準で定義されているが、（青色ですべてのノードやリンクを含む

ように定義されたアフィニティなど）一致するリンクとノードの組み合わせがない場合、トポロジマップ

は空白になります。選択したフレキシブルアルゴリズムがノードまたはリンクに設定されていない場合は、

青色（デフォルト）のリンクまたはノードの色が表示されます。

ステップ 8 （オプション）[Save View]をクリックして、トポロジビューとフレキシブルアルゴリズムの選択を保存し
ます。

フレキシブルアルゴリズムの詳細の表示
デバイスまたはリンクのフレックスアルゴリズムの詳細を表示するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[サービスとトラフィックエンジニアリング（Services & Traffic Engineering）] > [ト
ラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]を選択します。

ステップ 2 デバイスのフレキシブルアルゴリズムの詳細を表示するには、次の手順を実行します。
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a) トポロジマップから、デバイスをクリックします。
b) [デバイスの詳細（Device details）]ウィンドウで、[トラフィックエンジニアリング（Traffic

engineering）] > [フレキシブルアルゴリズム（Flex Algo）]タブに移動します。次に例を示します。

図 2 : Flex Algoデバイスの詳細

ステップ 3 リンクがフレキシブルアルゴリズムトポロジの一部であるかどうかを表示するには、次の手順を実行しま
す。

a) トポロジマップから、リンクをクリックします。リンクのリストが表示されたら、リンクタイプをク
リックします。

b) [リンクの詳細（Link details）]ウィンドウで、[トラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]
タブをクリックします。リンクがメンバーの場合、[FAトポロジ（FA topologies）]の行には、各ソー
スおよび接続先デバイスが属するフレキシブルアルゴリズムが表示されます。
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図 3 : Flex Algoリンクの詳細

（注）

• Application-Specific Link Attribute（ASLA）は、Cisco IOS XR 7.4.1以降のバージョンである PCCおよび
コアルータでサポートされます。

• Crossworkネットワークコントローラは、フレキシブルアルゴリズムトポロジの厳密なASLA処理の
みをサポートします。

•トラフィックエンジニアリング（TE）または遅延メトリックタイプで定義されたフレキシブルアルゴ
リズムの場合、OSPFまたは IS-IS ASLA TEおよび ASLA遅延リンクメトリックをアドバタイズする
ノードのみが、対応するフレキシブルアルゴリズムトポロジに含まれます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


